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　　How can we maintain our living environment comfortable place to live? One of the important factors is to 
know our living environment including ancient wisdom and ingenious attempt of living culture.　There are sev-
eral educational tools to understand regional characteristics such as picture storybook, Kamishibai, Karuta and 
plyaing cards.
　　The purpose of this paper is to show the process to create indigenous playing cards as collaborative inte-
grated study with school children and university students.　We made creative Gunma playing cards representation 
of the highly unique aspect of Gunma prefecture.
　　Educational technique making indigenous playing cards brings a lot of incentive, recognition and attachment 
to their living environment through various communications.　It has exciting prospect of active learning for 
living environment and integrated study.
１　はじめに
　「住む」ということは、人と人、人とまちなどさ
まざまなことと関わり、結びついている。住まいや
まちを対象とした住教育は学校の内外で多数行われ
ている。とりわけ、地域に住む子どもたちが、生活
している地域について学び、再認識すること、そし
て地域に見られる知恵や工夫に共感し、継承する、
あるいは継承することの大切さに気づく地域学習は、
住環境を維持していくうえで非常に重要である。
　子どもたちが遊びを通して地域について理解する
ために適した教材として、絵本i やかるたii をはじめ
とするカード遊びなどがあげられる。かるたと同様
に子どもも大人も一緒に使えるという点では地域の
特徴を絵柄にした郷土トランプも有効である。トラ
ンプはかるたと違って読み札がない分、より小さな
子どもでも遊ぶことができる。さらに世代や国を超
えて遊べるため、外国の人たちにアピールすること
もできる。
　田中研究室では、2004 年に「Azuma・Tomihiro
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トランプ」の制作iii を皮切りに郷土トランプの制作
を行ってきた。これは、「富弘美術館」を訪れる人
や星野富弘さんの詩画作品を観覧する機会のある人
たちに、詩画の原風景である東村（現在は、みどり
市東町）の良さを紹介するものである。地元の小中
学生全員にトランプの絵柄となりそうな項目につい
てアンケートを行った。それらをもとに子どもを中
心とした住民の方々と大学生が一緒に参加するワー
クショップを 1 日開催し、絵柄作成を行った。さま
ざまな世代が交流することで、それぞれの視点での
気づきを共有し、東村についての理解が深められた。
　その後も、大学生を対象に「群馬」をテーマとし
た郷土トランプの制作を組み込んだ住教育実践に取
り組んでいるiv。学生が 2～4 人のグループをつくり、
各グループが群馬に関する一つのテーマを設定し、
そのテーマについて調べ、A ～ K、Joker の絵柄を
考える。グループで共有し、全体発表したのち、ト
ランプの絵柄を描き、それらの絵柄の解説カードを
作成する。発表会での意見交換ののち、印刷する。
このプロセスのなかで、多くのディスカッションが
行われ、自分たちが調べたことをうまくプレゼン
テーションで伝える方法を考え、視覚的表現を考え
絵柄を描く。ほかのグループの発表を通して、「群馬」
について新たな発見をすることも多く、理解を深め
ることにつながっている。
　これらの手法は小学校でも応用することができる。
総合的な学習の時間では、地域の自然や産業の特色、
伝統と文化など横断的・総合的なテーマについて、
主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育てるこ
とが目標とされており、適切な題材といえる。同様
の手法を用いて総合的な学習の時間に郷土トランプ
制作に取り組んだものとして「高崎トランプ　西小
版」などがあるv。
　本稿では、大学生と小学生が協働して郷土トラン
プの制作を行う方法を提示することを目的とする。
また、制作過程や完成後の交流会での児童や学生の
姿を報告する。
２　郷土トランプ「GUNMAトランプ」の作 
　　成過程
　大学生（17 名）と小学生（69 名）の協働による
制作のため、スケジュールの立て方を工夫した。9
月に事前打ち合わせを行い、小学校の校外学習に群
馬大学見学を組み込んでもらい、小学校の日曜参観
に大学生も参加させてもらった。それぞれの行事を
活用して交流の機会を設けた。また、完成した郷土
トランプを小学生に手渡す日を交流会として企画し、
大学生と小学生がともに制作した絵柄にこめた思い
や各自の工夫を伝え合う機会を設けた（表 1、表 2）。
表１　郷土トランプ作成スケジュール
行　　事 内　　　　　容
2014.09 事前打ち合わせ A ～ K までのテーマ決定、小学生と大学生の分担内容決定。
2014.10 校外学習で小学生が群馬大学を訪問
大学生が群馬をテーマとしたトランプについて解説し、その後小学生と一
緒に世界のトランプを使って遊びながら絵柄やデザインについて学ぶ。
2014.11 大学生が西小学校を訪問 小学生が絵柄について発表する日曜参観の機会を利用して、大学生が一緒に参観し、小学生が絵柄にこめた思いを理解する。
2014.12 大学生の制作
小学生の絵柄と調和するように大学生の絵柄を決定する。全ての絵柄解説
文は大学生が作成する。テーマごとに担当する班を決め、各自が絵柄の制
作と解説文の作成に取り組む。
2015.01 大学生の制作発表
原図をもとに、各自が担当した絵柄について解説し、班ごとに発表する。
全員で内容の共有を行い、郷土トランプ全体の内容や構成を理解し、他者
に説明できるようにする。
2015.02 完成合同交流会 大学生が西小を訪問し、完成した郷土トランプを使って遊んだ後、絵柄にこめた思いや各自の工夫を話し合い、交流する。
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2. 1　小学生による群大見学
～さまざまなトランプを知る～
　10 月に小学生の校外学習として県庁見学と群馬
県警の見学が予定されていたため、群馬大学の見学
を組み込み、群馬大学の学生と共同制作することが
実感できるようにした。
　教室ではあらかじめ、実際に制作された郷土トラ
ンプの絵柄を黒板に掲示しておいた。掲示された
カードをもとに、大学生が小学生に絵柄の描き方な
どについて解説を行った。実際に実物の原画を見る
ことで、具体的なイメージを持つことができたよう
で、子どもたちの取り組み意欲も高まったことがわ
かる（表 3）。
　つぎに、今回の共同制作で参考になりそうな国内
外のトランプを、グループごとに用意しておいた。
それらを使って班ごとに「7 並べ」をして遊び、一
面に並んだカードをよく観察した。そのあとは、班
ごとに移動して表現の異なるトランプを見て、最終
的に全てのトランプを観察してもらった。
　最後に、大学生から絵を描くための原紙を代表児
童に手渡してもらった。そうすることで、用紙を大
切に扱い、丁寧に絵を描くことにつながると考えた。
実際に、担任によると教員から手渡された場合より
も大切に原紙を扱う様子が見られたという。
2. 2　テーマの決定プロセス
　過去に作成した郷土トランプは「Azuma Tomi-
hiro トランプ」をはじめ、小中学生にアンケートを
行い、その結果をもとに、ダイアモンド、スペード、
クローバー、ハートの 4 テーマを決定した。「高崎
トランプ　西小版」の場合は、3 年生国語の学習「イ
ンタビューをしよう」と連携させて、トランプの絵
柄になりそうなものを紙面アンケートではなく、イ
ンタビューで聞き取り、担任が集計後、結果をもと
に 4 項目を設定した。
　今回は、ひとつのテーマについて深く掘り下げて
表２　郷土トランプのテーマと内容
テーマ ❤　4 年 1 組 ♠　4 年 2 組 ♦　大学生 ♣　大学生
A 祭り 高崎まつり、桐生まつり、伊勢崎まつり
尾島ねぷたまつり、前橋まつり、
沼田まつり、渋川へそ祭り きつねの嫁入り 伊香保ひなまつり
2 温泉 伊香保温泉、万座温泉、磯部温泉 草津温泉、四万温泉、水上温泉 川中温泉 老神温泉
3 花、木、鳥 高崎市、桐生市、伊勢崎市 群馬県、前橋市、沼田市、渋川市 もみじ 冬桜
4 山 谷川岳、草津白根山、浅間山 上毛三山（赤城山、榛名山、妙義山） 武尊山 日光白根山
5 名所 少林山、観音山 赤城神社、榛名神社、妙義神社、貫前神社 ハーゲンダッツ工場 スバル工場
6 農産物 野菜（キャベツ、キュウリ、ねぎ） 果物（うめ、なし、りんご） 米ごろぴかり、 上州麦ぶた
7 食べ物 こんにゃく（プレミアすき焼き、こんにゃくゼリー）
小麦製品（やきまんじゅう、水沢
うどん、おっきりこみ）
弁当（だるま、とり平、峠
の釜めし） B 級グルメ
8 遺産遺跡 富岡製糸場、高山社跡、荒船風穴、田島弥平旧宅
古墳（太田天神山古墳、八幡塚古
墳、観音山古墳、観音塚古墳） 岩宿遺跡 多胡碑
9 自然 妙義荒船佐久国定公園、鍾乳洞〈不二洞など〉
尾瀬（国立公園について、植物、
動物） 利根川とバラ園 吹割れの滝
10 ゆるキャラ コロトン、もじゃろう、キノッピー
ぐんまちゃん、おいでちゃん、ゆ
もみちゃん、フルーツ忍者ハルナ
梨之助
お富ちゃんとまゆーゆ たんばりんとロックン
J 芸術 山田かまち、山口薫、関口コオ 群馬交響楽団、BOOWY 星野富弘 井上武士
Q 作家 村上鬼城、土屋文明、吉野秀雄 萩原朔太郎、山村暮鳥、田山花袋 糸井重里 宮川ヒロ
K スポーツ スキー、スケート 野球、ソフトボール バスケクレインサンダーズ ザスパクサツ群馬
♣ 7 の B 級グルメには、高崎パスタ、前橋 tonton、ソースかつ丼、伊勢崎もんじゃが含まれる
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表３　大学見学と日曜参観の発表についての児童の感想
2014 年 10 月 21 日　トランプ学習
2014 年 12 月 2 日　トランプ発表後
群馬大学に行った感想 トランプを作る決意
1 大学生はとても静かにじゅ業をしていた。 トランプの絵などをていねいにしようと思った。
知らなかったことがいろいろわかった。あらためて、群馬はいい所だと思った。2 組の
ゆるキャラのはんの絵のはっそうが、とてもいいと思った。
2
大学の中は大きいから大学生がいっぱいいると思いま
した。しちならべをしました。トランプを見ながらこ
んな群馬トランプにする、そうぞうができました。
群馬県のみりょくを知ってもらえるすてきなト
ランプをかんせいさせたいです。
私は群馬トランプの温泉を調べました。そして温泉の四万温泉にしました。四万温泉は、
行ったことがあるけれども、パンフレットを見たらまだしらなかったことがありました。
発表会では、いろいろなことがわかりました。私は群馬県に来て 1 年もたっていないの
で、これからはもっともっと群馬県のことを知りたいと思いました。
3
大学は思っていたよりひろかったです。大学にいた人
で歌を作った人がいるのはすごいと思いました。
ぼくはくわしくトランプをつくりたいです。 発表会でみんなの話をきいていて、とてもべんきょうになった。ぼくの番の時少しとまっ
てしまったので、次の何かの発表の時は失敗しないでやりたい。自分のグループの人が
一人休んでしまったけれど、ちゃんとできてよかった。またこういう学習をやってみた
い。
4
群馬大学に行ってトランプをしました。お姉さんがや
さしく教えてくれたので、とてもうれしかったです。
「うさぎとかめ」という曲を作った人は群馬大学を卒
業したらしいのですごいなと思いました。
11 月 30 日群馬トランプの発表会がありました。わたしは作家の山村ぼちょうを発表し
ました。お母さんやお父さんがきいていたのできんちょうして、つい言葉をまちがえて
しまいました。でもみんなにこういう作家がいるとわかってくれてうれしいなと思いま
した。
5
群馬大学に行って、大学生がかいた「群馬トランプ」
の絵を見ました。わたしたちとはちがって、絵がとて
も上手で絵だけでなんの絵か分かりました。
大学生もがんばって作ってくれたのでわたした
ちもがんばりたいです。
私は草津温泉を調べました。草津温泉を調べているうちに、こんな歴史があるんだ、こ
んなことにきくのだ、どういう所が特徴なのかがよくわかりました。また、他のはんが
調べた事が聞けてよかったです。「そんな事があるんだ」ととてもわからない事だらけ
でした。
6 トランプでいっしょにあそべてよかったです。ぐんま大学にいったらへやがたくさんありました。
トランプを大学生よりもじょうずにかきたいで
す。
大人の人たちがいる中での発ぴょうはきんちょうしました。ぼくが群馬トランプをつ
くってよかったことは、うぐいすのこととバラのことをたくさん知れたことです。
7 大学生はいろいろなことを分かっていてすごいなと思った。
トランプをいっしょうけんめいつくりたいで
す。
ぼくは古墳調べをして、ぼくのしらないことがいくつもあって勉強になったなあと思い
ました。
8
大学のお姉さんたちがとてもわかりやすく、やさしく
教えてくれたので楽しかったです。
私も大学のお姉さんたちみたいにていねいにき
れいにかきたいです。
トランプ作りのため温泉を調べていたら、とても楽しく群馬のことが知れ温泉のことが
調べられてよかったです。ほかにもみんなの発表を聞いて、群馬県の食べものや歴史、
古ふんなど知れてよかったです。
9
私は、群馬大学に行って大学生とトランプづくりを
いっしょにおこなうことになってうれしかったです。
わたしは群馬トランプをやってみて、ミズバショウの事がよくわかりました。私は、ミ
ズバショウの事もよくわかったし、他の事もいろいろと知りました。今までは本などで
いろいろと調べなかったので、これからは本などでいろいろと調べたいと思いました。
10
ぼくは群馬大学にいって有名な人がいることがわかり
ました。
トランプをていねいに仕上げようと思いまし
た。
ぼくは、ぐんまトランプで、いろいろソフトボールについて調べて、ソフトボールのこ
とをちょっとくわしくなったかなと思いました。発表会は、自分なりにできて、でもつっ
かえずによめたらもっとよかったなと思いました。
11
ぼくがぐんま大学に行って一番楽しかった事は、しち
ならべです。なぜかというと、はんのみんなで楽しく
遊べたからです。
トランプはおもしろかったので、ぼくもみんな
が楽しいと思うトランプを作りたいです。
ぼくはみんなの発表をきいて、まだ知らないこともわかったし、しらべてる時も、まだ
しらない事もあって、いいべんきょうになったなあと思いました。
12
群馬大学の生徒さんはやさしく、群馬大学の中を案内
してくれました。生徒さんがかいた絵はとてもていね
いで上手でした。
自分もていねいにかいて、いいトランプにしよ
うと思いました。
私は群馬トランプで、農産物のりんごについて調べました。りんごについて品種や生産
量などくわしいことまでよくわかって、知らないことがいっぱいあったので、調べてい
いじょうほうが入ると、とてもやりがいがあり、友だちと協力できたのでとても楽しかっ
たです。今日、たくさんの人がいる中で、自分が調べたことを発表して、とてもきんちょ
うしたけどうまく発表できてよかったです。私たちが調べたことをいろいろな人に知っ
てもらい、きょう味をもってもらえるといいなと思いました。私は友だちの発表を聞い
てても知らないことがたくさんあって、たくさん群馬のことを知れてよかったです。友
だちの発表をきき、まだ知らない群馬のことがあるとわかり、もっと知りたいと思いま
した。
13 ぼくはぐんま大学に行って、大学生のみなさんはいつもたのしそうにしていてうらやましかったです。
トランプもたのしく作りたいです。 ぼくはじゅぎょうをうけて、あたらしいはっけんがいっぱいでした。
14 トランプの七ならべや歌を作った人のぞうが見られてすごかったです。
15 ぼくは大学にいってトランプをしました。そのトランプはすごいきれいでした。
ぼくはテーマをもとにしてつくろうと思いまし
た。
ぼくは食べ物をえらびました。水沢うどんのことをいろいろしらべて 11 月 30 日の発表
会でしらべたことが、どうどうと言えたと思ったので、これからもがんばりたいです。
16 女の人がトランプをおしえてくれました。とても楽しいと思いました。
群馬トランプを大学生は、今もやっているのがわかりました。わたしたちも、今もやっ
ています。
17
大学生はすごいなと思いました。勉強もねっ心にやっ
ていたし、そつぎょう生は、海やうさぎとかめなどを
さっきょくしたのは、すごいなと思いました。
ぼくはトランプに一生けん命にとりくもうと思
いました。集中してがんばろうと思いました。
大学生を見ならって、これから一生けん命にと
りくもうと思いました。
ぼくは群馬トランプで、古墳について調べました。いろいろと知らないことが、発見で
きてよかったです。他の人の発表をきいて、ぼくの知らないことや身近にある食べ物や
自然の知らないことがわかりました。今回の群馬トランプの機会でいろいろなことがわ
かって、知らないことも、たくさんわかってよかったです。
18
大学はとても大きかったです。トランプで七ならべを
しました。楽しかったです。
いい思い出に残るトランプを作りたいです。 ぼくは、群馬トランプを作っているときや発表をきいているときなどに、群馬県の新し
い発見ができてよかったです。群馬県にはたくさんすごいところやいいところがあるん
だなと思いました。
19 大学生はおしゃべりもしないでじゅぎょうを受けていてすごいと思った。大学生はやさしかった。
大学生ががんばってかいてくれたので、ぼくた
ちもかんばりたい。
みんなの発表を聞いて知らないことがたくさんありました。まだまだ知らないことがあ
るけど、そのことを学んでいきたいです。
20 ぐんまだいがくで、いろんなことを大学生がやさしくおしえてくれたのでよくわかりました。
いいトランプをつくりたいです。 ぼくは群馬トランプを作って発表会には出られなかったけれど、いろいろな事をみんな
でしらべたりしたので楽しかったです。
21 ぼくは上毛三山のことをしらべる。ぐんま大学は詩をつくった人も卒業しているんだな。
ほかの人がしらべたさくひんもわかった。とてもいいたいけんだった。
22 群馬大学に行って、群馬大学の生とさんたちがトランプづくりを教えてくれた。
これからがんばってトランプをつくろうと思い
ました。
トランプをつくってしらないことがわかってよかったです。こんどはもっといろいろな
ことをしらべたいです。
23
ぐんま大学に行って、トランプづくりにかんしてきめ
ました。
13 種類のトランプをつくるのでがんばろうと
思います。
ぐんまトランプの発表をしました。ぐんまトランプで、きいたことのないぐんまのもの
や人やしぜんなどがわかりました。ぐんまけんには、ほかにどんなものや人やしぜんが
あるのかなと思いました。
24 ぼくは群馬大学に行って、どういうトランプをつくればいいかわかりました。
群馬トランプのことでしらべたことをはっぴょうして、しらなかったこともよく分かっ
た。
25
群馬大学では、大学生が集中して勉強をしていてすご
いなと思いました。群馬大学の卒業生の中には、有名
な人がいると聞いて、おどろきました。群馬大学の中
にはたくさんのたてものがあって、広く感じました。
ぼくもトランプ作りをがんばろうと思いまし
た。
ぼくが調べた沼田まつりは、いろいろなイベントがあり、たくさんの人でにぎわってい
るなら、ぼくも行ってみたいなと思いました。群馬県の有名なお祭りの一つだなんて、
すごいなと思いました。
26 大学生は絵が上手でした。群馬大学はきれいな学校でした。
ぼくもていねいに絵をかこうと思いました。 ぼくは、群馬トランプで、最初は知らなかったことが、今回の群馬トランプでとてもわ
かりました。
27
わたしは大学に行ってきました。大学の中に入ってみ
ました。わたしは学生さんといっしょにゲームをやっ
たら、つかい方がわかった。
今日は、群馬トランプの発表会をやりました。最初はきんちょうしました。最初は読む
のがむずかしかったです。これからは発表する時は、もっと声を大きくして読もうと思
いました。
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紹介するマークごとの 4 テーマではなく、幅広い
テーマから群馬の特徴を紹介する 13 テーマとする
こととした。小学生はハートとクローバーの A ～
K を、大学生はダイアモンドとクラブの A ～ K を
担当した（表 2）。
2.3　西小学校での日曜参観への参加
　西小学校では毎年 11 月に日曜参観が設定されて
いる。参観日には、小学生が自分たちで選んだテー
マに基づいて描いた絵柄とその紹介を行う発表会が
行われた。
　発表会では、児童一人一人がポイントを絞って、
自信をもって堂々と発表していた。子どもたちは自
分や友達の発表を通して学び合い、知らないことに
ついても理解が深まったようである（表 3）。少数
ではあるがここに大学生も参加して、小学生が選ん
だ絵柄とその想いを理解した。
2.4　西小でのトランプ完成の交流会
　小学生は 11 月の日曜参観で絵柄およびその解説
文が完成した。それらを大学で共有したあと、大学
生は小学生が選ばなかったものの中で「群馬」の特
徴ある事物を絵柄として選定し、絵を描き、解説文
を作成した。また、小学生が作成した紹介文も、テー
マ担当の大学生が調整して解説文を完成させた。そ
れらを印刷して、完成したトランプを 2 月に西小学
校に持参し、交流会を行った。
　交流会では、小学生が司会進行を行った（表 4）。
小学生は 4～5 人のグループが 16 班あり、そこに大
学生が 1 人または 2 人が入り、5～6 人のグループ
とした。小学生と大学生はトランプ遊びをしながら
緊張をほぐし、一面に並べられた全てのカードを見
ながら、各自が自分の作ったカードについて紹介し、
その後これぞ群馬を代表すると思う「ザ・ぐんま」
のカードを選び、選んだ理由を発表しあった。そし
て、班で 1 枚の「ザ・ぐんま」カードを選んで発表
する時間を設けた。
　その後、今度は同じテーマで調べた小学生と大学
生が集まって、交流を行った。
　最初は遊びから入ったため、初対面にもかかわら
ず、すぐに打ち解けていた。また、後半は同じテー
マで調べ学習を行っていた小学生と大学生に集まっ
てもらったが、ここでも、すぐに会話が始まった。「こ
の絵すごくうまく描けているね」や「どうして○○
2014 年 10 月 21 日　トランプ学習
2014 年 12 月 2 日　トランプ発表後
群馬大学に行った感想 トランプを作る決意
28
群馬大学に行ったら大学生がじゅ業をしていました。
すごくしんけんに勉強をしていました。
みんなで行かせていただいたので、トランプ作
り、がんばって楽しく作りたいです。
今日は日曜さんかん日で、群馬大学の人たちにトランプづくりについて、どんな事を調
べたのかをしょうかいする日でした。大学生のお話をきいて私もいろいろ知ったけど、
大学生の方もいろいろ知ったんだなと思いました。
29 群馬大学に行って勉強をやりながら野球などのスポーツをやっていてすごいなと思いました。
トランプは一生けんめいやり、あきらめずトラ
ンプを作りたいです。
いままでトランプ作りをやっていろいろなことがわかりました。発表もあり、祭りや山
などのこともわかりました。いろいろ勉強になりました。
30
群馬大学に行ってトランプを作ってあそんで楽しかっ
たです。「海」の作曲をした人と「うさぎとかめ」の
歌を作った人が、群馬大学の卒業生ときいてびっくり
しました。
トランプを上手に、心をこめてかきたいです。
そのために、何をかくか決めて、こんなふうに
かいていこうかなと思っといたほうがいいと思
いました。
群馬トランプで、私は梅を調べました。調べて分かったことは、群馬の梅は全国で二位
ということです。二位はすごいと思いました。もっと群馬の農産物を調べたいなと思い
ました。
31
とても人数が多いと思いました。またきかいがあった
ら群馬大学に行きたいです。ジョーカーがぼくたちが
とった写真などで、よくとれました。よかったです。
がんばってそしてきれいな絵にしあがるように
したいと思います。
群馬トランプについての発表会で、ぼくはゆるキャラについてのおいでちゃんとフルー
ツにん者ハルナ梨のすけを調べました。ぼくはとてもきんちょうしていました。けれど、
集中してそんなにきんちょうしないで発表できてよかったです。他のはんもとても上手
に発表できていたので、ぼくも負けないようにしたいです。またこの発表をしたいです。
32
いろんな絵がらのトランプがあって、どうやってうつ
すのか、どの大きさというのがわかった。
わたしは、いろいろたのしいトランプにしたい
です。
次にこういうことをやることになったら、もうすこし、まえからいろいろなことを考え
て、こうしたらもっといいかな、ここはかかなくてもいいかな、というのをもっと考え
ようと思った。
33
群馬大学に通っている人は、たくさん勉強していてす
ごいと思いました。7 ならべをするのに使ったトラン
プはとてもわかりやすかったです。
トランプはだれにでもわかりやすくみてもらえ
るように、作ろうと思いました。
私は群馬トランプについて、よく分かるように絵がらや文書も分かりやすくかきました。
もっと調べてみようと思いました。
34
群馬大学の人たちがすごいわたしたちに優しくしてく
れてうれしかった。群馬大学からはいろいろな有名人
が出ていることをしって、おどろきました。もしわた
しが大学生のころに小学生が来たら、群馬大学のみな
さんのように優しくしてあげたいです。
いろいろなことをくわしく調べていきたいで
す。
知らない事などがいろいろとあって、みんなのを聞くのがおもしろかったです。自分が
発表するときにきんちょうしたけど、つっかえずに読めてよかったです。大学生の人と
協力して作っているけど、できあがるのが楽しみです。
35
群馬大学に行って、群馬大学の生とさんたちがトラン
プを見せてくれました。そのトランプで一度遊んでみ
て、えがらはいろんなものがあると知りました。
私たちがトランプをかくときは、いろんな事や
物をかきたいです。
群馬トランプでは、1 組、2 組がいろんな事をしらべていて、これはこうだなと感じま
した。知らない事を知れたのでよかったです。
36
群馬大学には勉強がしている人がいました。 ぼくはトランプ作りをていねいに作りたいで
す。
ぼくは、群馬トランプを作っていろいろなことが分かりました。ぼくは、妙義山を調べ
ていて妙義山のことがたくさん分かりました。ぼくは、群馬大学の人のいったとおりに
かいたので、うまくできたと自分でも思いました。山のことを調べて、ぼくはたくさん
のことを知りました。群馬トランプを作って、すごく勉強になりました。
37 ぼくははっぴょう会がでられないのはざんねんでした。また、はっぴょう会があったらでたいです。
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をいれなかったの」など小学生も大学生も積極的に
意見交換を行っていた。同じテーマで調べる中で、
最終的には絵柄になったものをどうやって取捨選択
したのか、互いに理解したいという思いが満ちてい
た。
2.5　交流会の感想および交流会で見られた姿
　交流会の後、子どもたちは家にトランプを持ち
帰った。保護者の感想からは、友達と協力して調べ
たり、絵を描いたりしたことがトランプになり、ま
た特別なものとなったことが良かった、という意見
が多く見られた（表 5）。
　子どもたちの感想でも、「○○を調べて群馬には
自慢できるものがあることがわかった」、「群馬には
たくさんのいい人やものがあることがわかった」、
といった意見は多数見られ、自分たちが住む地域の
良さを再認識し、親しみや愛着を持つことにつな
がっている（表 5）。
　大学生の記述を見ると、交流では言葉遣いや笑顔
で接することをはじめ、積極的にはなしかけること
や楽しく学んでもらえるよう意識したという記述が
多く見られた（表 6）。
表４　交流会のプログラム
　司会・進行　4 年生児童
1. ババ抜き（遊びながら緊張をほぐす）
2. 7 並べ
3. 7 並べをした後、全てのカードを並べた状態で、子
どもたちも大学生も自分の作ったカードについて
紹介する（内容、工夫したこと、気に入っている
こと）
4. 各自が「ザ・ぐんま」と思うカードを選び、その
後班ごとに「ザ・ぐんま」を選ぶ
5. 絵柄のテーマごとにグループで集まって、意見交
換する
表５　交流会とトランプについての感想
2015 年 2 月群大生との交流会についての児童の感想 トランプについての児童の感想 保護者の感想
1
7 ならべで、すべてのカードを見ることができた。ば
ばぬきもとても楽しかった。
いろいろなしりょうを集めて調べるのはとても楽し
かった。知らなかった場もあったので行ってみたいと
思った。
立派なトランプに仕上がり、うれしく思います。今までに作ったことのあるカル
タと違い、絵を見て群馬の名所や名産、人物等々、想像する楽しみもあります。又、
トランプはいろいろな遊び方があり、あきずに長く、大切に使っていきたいと思
います。協力して下さった方々にお礼を申し上げます。
2
最初はババぬきをしました。次は七ならべで全部そ
ろった時は、こんなに群馬は見どころがあることがわ
かりました。
温泉を調べて、群馬にはたくさん自まんができる温泉
がありました。トランプを作ってわかったことがいっ
ぱいありました。
お友だちと協力して調べたり、絵を描いたりした事が立派なトランプになり、又、
特別な物となったようです。大切そうに持って帰ってきたのが印象的でした。
3 大学生と話したりできて楽しかった。ばばぬきなどをしてカードを 1 まい 1 まい見れてよかった。
ザ・群馬にしたい、いいトランプがたくさんあった。
大学生は絵がうまいと思った。
すごいのができましたね。鳥が上手にかけていました。
4
わたしは作家をやって群馬大学の人にいろんなことを
いえたので楽しかったです。群馬大学の人もわかりや
すくおしえてくれました。群馬のことをしらべるのは
いろいろなことをしることができるので、ほかにもし
らべたいなと思いました。
トランプでばばぬきをやったりして、いつものトラン
プとはちがってもっと楽しくできるのでがんばったか
いがあったなと思いました。そのトランプはとても大
切なものだから大事にしようと思いました。
授業は、群馬県についていろいろな角度から掘り下げた内容がおもしろかったで
す。他県から来た者には本当に勉強になりました。また、トランプは子ども達の
絵で作られていて味わいのある思い出の品になりました。
5
「大学生と遊ぶ」という事は今まであまりなかったので、
新しいけいけんができて良かったです。また、みんな
で楽しく、自分達の作ったトランプで遊べました。大
学生の人がやさしくていねいに教えてくれました。
トランプをして、絵がらを見直してみると、知らない
所や行った事がない場所でも、絵を見るだけでどうい
う所なのか、どういう景色なのかも知れました。トラ
ンプを作っていくなかでも、色々調べていくうちに、
また新しいことがたくさんのっていて、とても勉強に
なりました。トランプがつくり終わってからもう一度
見返してみると、つくって良かったと思いました。
上毛かるたとまた違い、自分達が選んだ、地元の名所がトランプになるなんて、
とても素敵だと思いました。大学生とともに作ったことも素敵な記念になったと
思います。家族で全部の場所をめぐってみようと思います。今回での発表、それ
ぞれが工夫して描いた作品を拝見して、とても成長を感じました。
6
大学生とトランプができてよかったです。 大学生もきれいにつくっていてすごかったです。群馬
県にはたくさんのいい人やたべものがあることがわか
りました。
トランプを通して群馬の偉人や名物などを学ぶ事ができてよかったと思います。
これからも群馬の良い所を探して群馬を愛してほしいです。
7
いろいろな人と交流ができて、交流会はいいと思いま
した。トランプのよさを大学生と語り合えてよかった
なと思いました。
大学生と見くらべると、同じくらいに上手にできたか
なと思いました。いろいろな人の作品が見られるので、
いいと思いました。もっと群馬について知りたいなと
思いました。
自分たちで調べてまとめたことが、トランプになって喜んでいると思います。調
べて学ぶということを学べてよかったと思います。
8
群馬大学の人が来てくださって、トランプのルールが
わかってよかったです。これからは群馬トランプで
ゲームをしようと思いました。
群馬のことや群馬の温泉の歴史やどんな人があいした
のかわかりました。
「ページワン」というゲームを教えました。イタリアでは「ウノ」というもので、
ルールはほぼ同じです。教室でもぜひやってみてください。
9
私は交流会をしてみてとても楽しかったです。グルー
プの中では、チューリップと海に歌がかいてあった
カードが一番きにいりました。
トランプを作ってみて、トランプにえがいた尾瀬のミ
ズバショウの事をいろいろと知りました。他の人のを
聞いているだけで少しわかりました。
子供達が一生懸命けいて集めたトランプは、この世に 1 つしかない宝物となりま
した。群馬県の事を知る、楽しい勉強をして、ステキな作品を作る事ができ、と
ても良かったと思います。
10
ババぬきや七ならべを大学生と楽しくできたし、知り
あいになれたのでとてもたのしかったです。また交流
会ができたらいいと思ってます。
トランプをみてとてもいいトランプだなと思いました。
発表会だけでなくトランプづくりまでできてたのし
かったです。大学生のみなさんの絵などもみれてよ
かったです。
今まで調べてきたものが、きちんとした形になったのでよかったと思います。絵
を見ながら群馬のことや、その絵をかいた友達の話をしてくれます。学生との交
流も楽しかったようで、子どもにも学生にもよい機会だったと思います。御指導
ありがとうございました。
11
大学生が集まってばばぬきをやったり七ならべをして
いっしょにあそんでみんなの絵が、とても上手だと
思った。
みんなの絵がトランプにのってて、かずかぎりあるき
ちょうなトランプができたと思いました。
とてもすばらしいと思いました。1つ 1つがとても良く描けていて、感動しました。
記念に残るすばらしいトランプだと思います。
12
今日は自分たちでつくったトランプで大学生と「ばば
ぬき」「七並べ」をしました。七並べのあとすべての
カードを見て、「ザ・ぐんま」を決めました。わたし
のはんは「ゴロピカリ♦ 6」にしました。とてもたの
しかったです。トランプを作って良かったです。
自分達が調べてかいたものがトランプになってかえっ
てきてすごいと思いました。大学生がかいた絵は、と
てもきれいで上手でびっくりしました。私も上手にな
りたいと思いました。こんど、自分たちでつくったト
ランプで遊びたいです。
ただ調べるだけでなく、その過程で大学生と交流できたり、「トランプ」という
形になって達成感をえられるなど、とても良い活動だったと思います。とても楽
しそうに活動していました。
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13
みんなでたのしくばばぬきやしちならべができてたの
しかったです。そしてたべものをかいた、だいがくせ
いがなぜたべものをえらんだかしれてうれしかったで
す。すごくたのしかったです。
みんなすてきなえをかいていてすごくうまかったです。
すごくいいトランプがかんせいしたとおもいました。
すごくたのしかったです。
自分達が調べたり勉強した事が成果としてトランプという形になり、子供達も自
信や達成感を味わうことが出来ました。そして大学生との交流を通して、たくさ
ん知識を吸収し、少しだけ大人になったような気がします。1 つの目標に向かっ
てみんなが協力して進んで行く事の素晴らしさに改めて子供も気付いたようで
す。
14 群大生の人と 7 ならべとババぬきをして楽しかったです。
みんなとぐんまトランプを作って楽しかったです。 みんな上手に描けていてびっくりしました。
15 大学生たちとの交流会はたのしかったです。 七ならべなどたのしかったです。大学生のかいたトランプは上手だったです。
一生懸命に作ったトランプや交流会の思い出を大事にしてほしいです。
16
大学生といっしょにあそんだりトランプをしたらたの
しかった。
トランプはとってもすごかったです。 本当のトランプになると思っておらず、完成品を見て驚きました。子どもたちの
学習の成果がこのような形になるというのは子どものやる気にもつながりますし、
保護者としてもとても嬉しいです。自分や友だちの絵の入った貴重なトランプ、
大切にしてもらいたいです。
17
ぼくは、交流会をとても楽しみにしていました。大学
生とのトランプゲームが楽しかったです。世界に数少
ない群馬トランプ。大事に使おうと思いました。
群馬トランプを作るまでは、とても時間がかかり、大
変でした。でも、調べたりするのも楽しく、いい体け
んができたと思います。ぼくはこれから、調べたこと
を一度でも何かにまとめてみたいなと思いました。
思っていた以上のトランプが出来上がったので大変驚きました。自分たちの手で
目で頭で足で調べたものが形になって子供たちの喜びも大きなものだと思います。
一生の宝として大切にしてほしいなと思いました。
18
群馬大学の人たちといっしょにトランプを作り、その
トランプでばばぬきやしちならべができたのでよかっ
たです。
群馬トランプをつくることによって群馬県のことを
もっとしれたのでよかったです。また作りたいです。
群馬トランプが完成し、拝見いたしまして、とても素晴らしい出来栄えに大変感
動致しました。郷土への理解を深める取り組みの中で、トランプという遊びを介
したことで、興味深く学べたのかなと思いました。
19
交流会でぼくは、大学生の絵はやっぱりうまいなと思
いました。ババぬきでビリになってくやしかったです。
大学生のグループに遺跡、遺産がないのが残念でした。
トランプを見て、ぼくの知らない場所、キャラクター
などがあっておもしろかったです。
インターネットを使ったりして早い段階から熱心に調べていたので感心しました。
トランプという形で残ったことにとてもうれしそうでした。
20 大学生の方たちと楽しくトランプができてよかったです。
思ったよりうまくできてよかったです。トランプの色
がぐんまちゃんの色ときいてびっくりしました。
なかなか上手に絵がかけていてびっくりしました。
21 ぐん大生といっしょにやっていいけいけんになったこれからもいかしたい。
ぐん大生のかいた絵もじょうずだった。みんなとても
いい絵だった。
とても素晴らしいものができてすごい !! と思いました。西小生と群大生のハー
モニーがとてもよいです。
22
大学生の人たちといっしょにできてよかった。私たち
がしらべていないこともきけてよかった。
しらないことをしらべてよかった。高崎はいいところ
だと思った。
子供達に良い思い出を作っていただき、ありがとうございました。また、素晴ら
しい出来栄えですね。ステキなトランプが出来ました。さっそく使っています。
親としては、大切にとっておいてほしいのですが…使った方がよいですね。4 年
生はたくさん思い出ができました。ありがとうございました。
23
大学生と仲よくトランプができて、たのしかった。 自分たちのかいたえがトランプにのっていてうれし
かった。
初めは『群馬トランプのアンケート』でどういうことなのか分からずにいました
が、子ども達の調べたことが実際にトランプになり、面白い学習の進め方だと思
いました。トランプになって学習してきたことが残るので、子ども達にとっては
忘れることのない学習になったと思います。
24 つくったぐんまトランプで大学生たちとあそべたりできてうれしかった。
ぐんまトランプをつくってしらべたことがわかるよう
になったりしてよかった。
味のある絵がたくさんあって、素敵なトランプでした。子どもにとっても勉強に
なったようでよかったです。
25 群馬大学の人やはんの人たちと、楽しくばばぬきやしちならべができたので、よかったです。
群馬県には、いろいろな生き物や食べ物があったり、
観光地や山などがあることが分かりました。
1 つ 1 つの絵がていねいに書かれていてすばらしいです。群馬県に住んで 4 年。
大人の私も勉強になります。
26
群馬大学の人たちと、7 ならべやばばぬきをして楽し
かったです。いつもは話せない大学生と会話ができま
した。トランプの中で特にぐんまちゃんの絵が上手で
した。大学生の人たちは色のぬり方もていねいでした。
自分たちががいた絵がトランプになってかえってきて
すごいなと思いました。
群大生との交流、トランプで一緒に遊んだこと、とても楽しかったようです。ト
ランプも学校から持ち帰り、真っ先に見せてくれました。自分達で調べ、描き、
協力して出来上がったトランプは、地元群馬を楽しみながら知ることができる素
敵なものになりました。自分達が住んでいる群馬に興味を持って、もっともっと
地元を好きになってほしいと思いました。貴重な体験、ありがとうございました。
27
群馬大学の人たちが来て、一緒にトランプであそびま
した。群馬大学の生徒たちは 16 人にいるのです。
そう合の時間に自分たちがしらべたやつを群馬大学の
人たちが来て、私たちがしらべたものを群馬大学の人
たちがトランプにしてくれました。
素晴らしいトランプだと思います。群馬の名所などわかりやすくとても良いトラ
ンプに仕上がっていました。
28
群馬大学生と楽しく、仲良く遊んだり、お話をするの
が楽しかったです。またいっしょに交流できたらいい
なと思います。
自分たちの調べた物がトランプになると、みんなが調
べた物がよく見れることや遊ぶことができるのですご
くうれしいです。このトランプでたくさん遊びたいで
す。
自分たちで調べてトランプを作るという、貴重な体験ができてとても良かったと
思います。「これは○○くんが調べた」「これは私が…」と嬉しそうに見せてくれ
ました。「大学生の描いた絵はやっぱり上手 !!」と大学生と一緒に遊べて楽しかっ
たと言っています。ありがとうございました。
29
うまくいけたのでよかったと思いました。大学生たち
といろいろな話ができたのでよかったと思いました。
楽しく元気な交流会ができたので、これからもし交流
会があったら元気よくしてやりたいです。
ばばぬきとしちならべをして、大学生と自分たちのか
いた絵がかいた時の同じで、作るのにすごいと思いま
した。大学生の絵は、本物みたいに絵がきれいだった
ので、とてもすごいです。スポーツの絵をかいた人に
聞いて、群馬県のところのスポーツをてあたりしだい
調べたのが、1 番すごいと思いました。
群馬の事を子供達が自分で調べてトランプになった事は、とてもすばらしいと思
います。意外と知らない事も多くあったので、これを機会にくわしくわかりよかっ
たです。楽しく群馬の事を知る事が出来て、良い経験になりすばらしいです。
30
大学生と話しあったり、遊んだり、ふだんできないこ
とができ、きちょうな体験になりました。
みんなそれぞれすてきな絵が書いてあり、群馬県のこ
とがよく分かりました。
早速、トランプを使ってあそびました。何について描かれたものかを確認しなが
ら、楽しくゲームすることができました。群大の皆さん、田中先生、ありがとう
ございました。
31
ぼくたちのつくったトランプで遊べて、とても楽し
かったです。またしたいです。
色がぐんまちゃんの色でいいと思った。ジョーカーの
イラストがいいと思いました。
自分達で作ったものがトランプとして残るのは一生の宝物ですね！群馬トランプ
が一人一人の手に届くと思わなかったので、大変驚きました。4 年生では沢山の
活動を取り入れて頂き、子ども達も体験して感じる事が多かったと思います。家
庭でも子どもと一緒に群馬を知る良い機会となりました。どうもありがとうござ
いました。
32
自分のつくったトランプでババぬきや、七ならべを
やったので、たのしかった。
自分のじゃなくても見るのにわくわくしたし、こうい
うのがゆうめいなんだというのがわかった。
できあがったトランプを見たかったです。学校で何をしたか、どんなことを学ん
だか、今日の給食はおいしかったか、など学校でのことを全く話してくれないの
で、（聞いても「うーん、普通（← ???）。」程度）時々コメントに困りながらも、
このようなことはこれからもやっていただきたいと思います。
33
群大の学生たちとトランプで楽しくふれあえてとても
よかったです。
私達が作った群馬トランプもいいけど、群大生が作っ
た群馬トランプもとても上手でした。この群馬トラン
プを大切な宝物にしていきたいです。
上毛かるたは群馬では子供や私達にとってごく身近に感じていますが、この群馬
トランプもその様にとても親しみを覚えます。群馬の名産品や有名な人物、歴史
的にも重要な建物が群大生の視点と子供の目を通してとてもおもしろく書かれて
いておどろきました。一枚一枚の手書きの良さも込められていて素晴らしいと思
います。本当にありがとうございました。
34
大学生と「ババぬき」や「七ならべ」ができて楽しかっ
た。大学生たちが優しく笑顔で教えてくれてよかった。
いいトランプができて、がんばってよかったなと思っ
た。調べた事がトランプという形になったので一生の
宝物にしたいです。
すばらしい作品ができあがったことに驚きました。育ってゆく大切な時期を過ご
している土地のことをじっくりと調べあげ、発表し合い、それもとてもよいこと
だと思いました。さらに、このようにトランプという形にして残すことができた
ことは、より深く心に残ることになると思います。大学生との共同作業となった
ことも、きっと子供がいろいろ考えるきっかけになると思います。
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　トランプ遊びをした後、一面に並べられた全ての
カードを見ながら各自が「これぞ」と思うカードを
選び、班で一枚の「ザ・ぐんま」カードを選んで発
表する時間を設けたが、この選び方は、各班の大学
生に任せたため、臨機応変に対応して様々な選考方
法を考えたことがわかる。どのように選べば良いか
難しさを感じた大学生、最後にじゃんけんで決めた
班の大学生はこれで良かったのかと悩んでいる様子
が見られた。一方でじゃんけんになりそうだったが
子どもたちが話し合いで決めた班では子どもたちの
真剣さが伝わってきた、という感想が見られた（表
6）。
　群馬の特徴を学びトランプを制作することについ
ては、「群馬のことをたくさん知ることができた」
「知らないことが多かった」などの記述に代表される
ように「群馬県についての知識が増えた、魅力を知
ることができた、今まで以上に愛着を持てた」とい
う感想が見られた。また、短い文章で調べた絵柄の
特徴を分かりやすく伝えることの難しさ、絵が得意
ではないが丁寧に取り組むなかで思ったよりも上手
くできた達成感、関わってきたものが作品となった
喜びなどを実感したという記述が多かった（表 6）。
　交流のなかでは、小学生から「絵が上手」とほめ
られた大学生や大学生にほめられた小学生の姿が多
数見られた。同級生や教員からはほめられることが
少ない大学生や小学生もいて、彼や彼女たちが制作
をともに行なった仲間から認められて、誇らしげな
姿や自信を持つ姿が多くみられた。
　制作にあたっては一枚の絵柄を描くために、実際
にその場所に行ったことがある小学生、何度も同じ
商品を買って観察した大学生もおり、体験をもとに、
丁寧で想いがこもった絵柄が見られた（図 1）。同
じテーマのもと、考え抜いて選んで描くという作業
を行なった者同士が交流し、互いに認め合うことの
もたらした効果はとても大きかった。
３　まとめ
　大学生と小学生が協働して郷土トランプの制作を
行う方法について総括する。
　住んでいる地域に固有の「郷土トランプ」づくり
は、絵柄になりそうな事項について調べ、グループ
で共有して意見を交換しあう過程で、身近な住環境
について捉え直すことができる。また、多くの話し
合いが必要となり、様々なコミュニケーション力を
高めることにつながる。総合的な学習の時間で目標
とされる自ら学び、考え、主体的、創造的、協同的
に取り組む態度を育てることができる。
　また、郷土トランプ作成は、さまざまな教科の学
習内容を組み込んだ総合学習とすることが可能であ
る。絵柄を作成する際には、さまざまな人たちとコ
ミュニケーションをとることによって、住んでいる
地域だけでなくそこで生活する人々についても理解
を深める機会となる。
　こうした活動を通して、身近な地域を見つめ直す、
地域の特徴を知る、偉人や先人の思いに触れること
によって、地域への愛着や誇りを育むことができた
ことは子どもたちの感想文からもうかがえる。
　このように、総合学習として郷土トランプの作成
を小学生と大学生の協働で行った学習からは、住ん
でいる地域について多くのことを学び、認識し直す
ことができた。
　さらに、郷土トランプはトランプと絵柄の解説書
を一体として配布することにより、作成者だけでな
2015 年 2 月群大生との交流会についての児童の感想 トランプについての児童の感想 保護者の感想
35
群馬大学の大学生が来て、いっしょに遊んだり、いろ
いろ話したりしました。すごく楽しかったです。
トランプについては、自分たちがいっしょうけんめい
かいた絵がぜんぶトランプになっていてすごいと思い
ました。大学生が書いたトランプもすごいうまかった
です。
子供達がひとつひとつ描いた絵を見て感動しています。大学生と一緒に群馬の良
さを知ってもらう事は、一番すてきな事ですね。群馬のこと全国にしっていただ
くためにも。自分達が取り組んだことはこうして形になり、年月が過ぎても心に
残ることはすごく大切なことだと思います。大学生の皆さんたちにも感謝したい
と思いました。
36
交流会は楽しかったです。またやりたいです。 七ならべとか、ばばぬきは楽しかったです。またやり
たいです。
「群馬トランプ」作りにあたり、群大生との交流により、色々な話が聞けたり話
が出来たと思います。それにより、改めて群馬県の歴史や知らなかった良さを発
見し、とてもいい経験をしたと思います。できあがったオリジナルトランプは、
完成度が高く、とても素晴らしかったです。いい思い出になりました。
37 交流会すごくたのしかったです。また交流会やりたいです。
やり方はわかんなかったけどたのしかったです。大学
生といっしょにできてよかったです。
それぞれすてきなトランプだと思います。交流会、楽しかったと話してくれまし
た。
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く幅広い世代が地域について多くのことを学ぶこと
ができる。これは、どのような地域でも実践可能で
ある。建物、食べ物、有名人、行事など絵柄ごとに
テーマを決めることもでき、それらを 1～12 月に並
べると歳時記トランプとすることも可能である。オ
リジナルの郷土トランプは、限りなく展開すること
ができ、発展性や創造性を持つ。
　身近な住環境について理解を深める住教育の手法
として「郷土トランプ」およびその制作は大きな可
能性を持つ。
図１　郷土トランプ「GUNMA トランプ」（絵柄、解説書、ジョーカー）
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表６　交流会、トランプ制作についての大学生の感想
交流で心がけたこと・感想 「ザ・ぐんま」カードの選考基準 トランプ作りの感想
1
交流ではなるべく早く子どもたちに受け入れてもらえ
るように心がけようと思った。夏休みにあった教育現
場体験実習で、自分から積極的にならないと早く馴染
むことはできないと感じていたので、その経験を生か
すことができたと思う。みんなの名前を呼ぶようにし
たり、言葉遣いを気にしたり、静かそうな子を気にか
けたりと、相手の子は 5 人ではあったが気を付けなけ
ればならないことは人数が少なくても同じであるのだ
なと感じた。西小学校の先生もとても魅力的な先生だ
と感じた。一瞬で人の心を掴むことのできる先生はす
ごいと思った。ただの大学生としてだけではなく、教
育学部の 1 年生としていろいろなことを考えさせられ
る交流だった。
「ザ・ぐんま」を決めるときは、一人ずつ自分がそれ
だろうと思うカードを選び、その中から多数決で決め
た。そうしたら、その中の 1 人の子が私のカードを選
んでくれて、多数決のときにみんながそこに手を挙げ
てくれた。みんなの優しさが本当にうれしくて、サプ
ライズプレゼントのように感じた。そして、やはり子
どもたちはかわいいなと思った。子どもたちのトラン
プへの反応は、行く前は結構さっぱりしているのだろ
うなと思ったのだが、予想以上に喜んでいて、自分の
絵がトランプになったことが嬉しいのだろうなと分か
るような反応だった。
トランプづくりを通して、群馬のことをたくさん知ることができた。この授業を
とった理由の 1 つとして、県外から通っているのでもっと群馬のことを知りたい
と思っていたということがあったので、この目的を達成することができたと思う。
群馬の魅力も再確認できた。自分が書いた絵がトランプになったのを見て、小学
生と同じように私もとても嬉しく感じた。今までの積み重ねが形になって目に見
えるので達成感がとても大きかった。また、同じ授業が今までほとんどなかった
他専攻の人と同じ班で知り合うことができて良かったと思った。人との繋がりも
トランプもその場だけのものではなくこれからも残っていくものであるので、授
業の 1つではあるのだがそれとともに大学生活の思い出の 1つにもなったと思う。
この交流を通して、やはり先生になりたいと思うことができた。無邪気に遊んで
いる様子に癒されたり、幼いのに私を喜ばせようとしてくれたり、大変なことも
多いとは思うが人を相手にした仕事にしかない楽しさがあるように感じている。
そういったことを改めて感じさせられた交流になった。約 1 時間という短い時間
ではあったが、非常に中身の濃い、充実した時間を過ごすことができて本当に良
かったと思う。
2
今回の訪問では、小学四年生という非常に接しやすい
学年を選んでいただいたと思った。こちらの意志が伝
わらない低学年でもなく、冷めていて警戒心の強い高
学年でもなかったからである。少し安心しながらも、
私は教育実習の際と同様、児童に笑顔で接することを
心がけた。初対面であり、自分よりも年齢がはるかに
上の大学生と交流するのは小学生にとって不安に違い
ないと考えたからだ。しかし、そんな私の心配とは反
対に、児童とはあっという間に仲良くなることができ
た。ほかの学生も児童には笑顔で接していて、自分は
間違っていなかったと実感できた。
児童一人一人の意見が異なる中での「ザ・ぐんま」の
選考は、正直この訪問の中で一番難しいものとなった。
スポーツをテーマとしたカードを選ぶ男の子、ゆる
キャラを推す女の子、自分の担当したカードをゴリ押
ししてくる子どもと、実に困難を極めた。私は争いご
とになるのが予想できたため多数決で決めることにし
たが、それでも納得のいかないような素振りが見られ
た。これは何事にも真剣に取り組む小学生の良い面で
もあり、協調性に欠けるという悪い面でもあるという
ことが表れた出来事であったと感じる。結局、私たち
の班での「ザ・ぐんま」はスペードの 10、ゆるキャ
ラを題材とした、ぐんまちゃんやおいでちゃんが描か
れたカードに決定したが、本当にこれでよかったのか
という後味の悪さが残ってしまった。
トランプを作成するにあたって、絵に自身のない私は多少不安であった。実際、
いつになっても絵柄が決まらず、焦りを感じていたのも事実だ。そんな中、先生
の助言もあり、上毛カルタを参考にすることが決定した。絵柄の決定には苦労し
たが、描きだしてみると以外にも作業はスムーズに進めることができた。お世辞
にもうまいといえるほどのものではなかったが、トランプに仕上がったものをみ
ると、色彩豊かで素晴らしいものになっていたと感じた。また、小学生の絵柄も
一枚一枚に工夫がみられ、七並べをした際にはトランプを見ているだけでワクワ
クするような気分になることができた。
自分たちが描いたものがそのままトランプの絵柄になるということで、小学生は
おそらく釘付けになるであろうと予測はしていたが、全くその通りであった。自
らの絵柄を発見して喜び、友達の絵柄を見て褒め合い、大学生のをみて驚くといっ
たような様子であった。一人ひとつずつトランプが配られることを聞いた時の小
学生の反応はとても嬉しそうであり、達成感に満ち溢れているような顔をしてい
た。
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交流で心がけたことはいくつかあるが、まずは言葉遣
いだ。日頃汚い言葉遣いをしている自覚が合ったので、
いつもの調子で話してしまわないようにした。そして、
あまり難しい言葉を使わないように気をつけた。もう
一つは、一緒に楽しむことだ。一緒に楽しむためには
もちろん、小学生達が楽しんでもらうことから始まる。
また自分が楽しまなければ、他人を楽しませることは
できないであろう。今回の交流ではどちらも十分に出
来、有意義に過ごすことが出来たと思う
私は「ザ・ぐんま」を 3 つの観点で選んだ。一つは分
かりやすく描いてあるか、もう一つはトランプの柄と
して綺麗か。そして、群馬の良さがよく伝わって来る
かだった。どのカードも良く出来ていて決めるのはな
かなか苦労した。また、班ごとの「ザ・ぐんま」の発
表で、自分の居た班も含めてだが、2 班も自分のカー
ドを選んでくれて本当に驚き、嬉しかった。
完成したトランプの感想については、校門前で始めて確認した時にとてもいいも
のが出来たなと思った。絵も意外と統一感があってどれも色とりどりで良く出来
ていると思った。ババ抜きでトランプを配られ、絵柄を初めて見たときの小学生
が異口同音にすごいと言っていたのも記憶に残っている。老神温泉の絵は特にそ
うであるが、お弁当のもまた出来ればもう少し時間を掛けて丁寧に描きたかった。
帰宅後に家族に見せると、解説文が小さくて読めないと言われたものの、トラン
プの柄についてはとてもいい評価がもらえた。良い物が出来て本当に良かった。
郷土トランプづくりは、群馬を知るだけではなく、様々なことを学ぶことが出来
たように思う。もちろん群馬についても、自分の班が調べた祭り、食べ物につい
ては特に詳しく知ることが出来たと思う。この講義を取らなければ、ここまで学
ぶ機会はなかったと思う。まずは、とある事の魅力について調べ、まとめるとい
うことだ。9 月まで何も知らなかった自分が、群馬を調べていく過程で身につけ
た方法は他の物事にも活かせるであろう。また、群馬という場所を透かして自分
の住む埼玉、熊谷についても考えるきっかけにもなった。今まで、それ程気にな
らなかったのだが、授業を進めるうちに自分はこれ程に自分の郷土を知っている
かと思い始めた。最後に、トランプのイラストという形で調べた事をまとめるこ
とで、絵で何かを伝える練習にもなった。このような、この授業で学んだことを
活かしてこの先も様々なことに興味を持っていきたい。
4
前回の交流での反省点を踏まえて私が今回心がけたの
は、子供たちにトランプで遊ぶことだけでなく、全て
の絵柄に目を通してもらい、興味を持ってもらうこと
だ。
この事を念頭に置き、私はゲームを始める前に、同じ
グループの子供たち 1 人 1 人に、どのテーマを担当し
たのか聞くことから始めた。すると、全員はっきりと、
自信をもって「僕（私）は○○を描いたよ！」と答え
てくれて、トランプづくりに対する熱意が感じられた。
また、伊香保温泉のカードを担当した子は、実際に伊
香保温泉に行ってみたと話してくれた。実際に行って
自分の目で見てから、カードの絵柄を考えたのだとい
う。このことには、とても感心した。各自がこだわっ
たところを、一生懸命に話してくれたので、彼らなり
に工夫した点が十分伝わった。班の子供たちがお互い
にどのカードを作成したのか確認し合ったので、七な
らべをしたとき、そのカードが出てきたら、私が反応
して、みなの興味をカードに向けるように心がけた。
次に、「ザ・ぐんま」カードをどのように選んだかに
ついてである。私のグループでは、まず自分の推した
いカードを各自で選び（第 1 選抜）、その中から一つ
に絞る（最終選抜）という方法で選んだ。私は第 1 選
抜の段階で、小学生が作成したカードで、ぐんまちゃ
んたちが温泉につかっている「ゆるキャラ」を選んだ。
その理由は、アイディアにすごく感心し、私自身のカー
ドを作成する際の参考になったからである。また、昨
年ぐんまちゃんがゆるキャラ ® グランプリで第 1 位
を獲得したこともあり、「ザ・ぐんま」といえると思っ
たからである。しかし、最終選抜で私が選んだのは、
班の子供のうち、2 人が作成に関わったという「伊香
保温泉、万座温泉、磯部温泉」のカードだ。なぜなら、
私が子供の立場であったら、やはり、自分の作成した
カードが選ばれてほしいと思ったからである。それゆ
え、自分の班の「ザ・ぐんま」カードには、班の子供
の中の誰かが作成したものを選びたかったので、最終
選抜で「温泉」を選んだ。班の「ザ・ぐんま」にも「温
泉」が選ばれて、私は良かったと思う。子供たちも誇
らしげにしているのが感じられた。
班での交流の際に、私は子供たちに、ぐんまトランプをつくると聞いたとき、ど
う思ったかを聞いた。子どもたちの中には、「まじか、って思った。でも、やっ
てみたいって思った。」という子や、「わくわくした。」と答えてくれた子がいた。
実際に私もわくわくしたので、とても共感できた。郷土トランプをつくるなど、
簡単にできることではないし、この先そのような機会があるとは思えないので、
大学の授業でこのような取組みが出来ることに、とても感激したのを覚えている。
私はこのトランプづくりに多くの期待を寄せていた。実際に作成して、自分の無
知さに呆れることもあったが、トランプづくりを終えた今、4 月以前より確実に
群馬に関する知識が増えており、私は大きな収穫を得られたと感じている。また、
上毛かるたのように、遊びながら郷土について学べるこのトランプを、より多く
の人に手に取ってもらいたいと思っているし、子どもたちの郷土愛を育むことに
も、十分につながると思う。
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交流の時心がけたことは自分から率先して話題を提供
し、生徒に楽しい時間を過ごしてもらい、トランプ作
りをしてよかったと思わせることだ。しかし予想とは
反して、小学生からどんどん話しかけてきて、とても
楽しそうに笑っていた。小学生を楽しませるどころか
私自身が楽しませてもらい、とても有意義な時間を過
ごさせてもらった。これを機会に、教師になりたいと
いう気持ちも膨らみ、これからもっと頑張っていかな
ければいけないと感じた。そして、これからの大学三
年間で多くのことを学び、より良い教師になれるよう
にしたいと感じさせてくれた日であった。このことを
今強く思えたのはこのトランプ作りのおかげである。
この講義を選択して良かったと感じた。
西小学校の四年生と共同でトランプを作成し、出来上
がりを記念して一緒にトランプ遊びを行った。私の小
学校四年生のイメージよりも小さく、人懐っこくて可
愛らしい生徒たちであった。「これおれが書きました！」
とか「和田さんが書いたのはどれですか？」など自分
が書いたものを披露したりしてはしゃいでいる様子を
見て、来てよかったなと思えた。「ザ・ぐんま」カー
ドは選ぶのに大変苦戦している様子だった。女子の生
徒は群馬ちゃんを推していて、男子の生徒は焼きまん
じゅうやゴロピカリを推していた。両者が譲る気配も
なく「和田さんどれだと思いますか？」と聞かれたと
き大変戸惑った。どちらか私が決めるわけにもいけな
いと思い、どちらのカードも肯定しなければいけない
とも考えた。最終的にはじゃんけんで決めてもらった。
もめごとにならずに済んで良かったと思いつつ現場の
先生ならどのように対応するのか、私がしたことは正
解なのかなど、考えせられる瞬間であった。
郷土トランプ作りを経て、私は群馬県についての知識が増え、より群馬県のこと
を好きになった。私自身は主にスポーツチームについて調べたが、群馬県に住ん
でいるにも関わらず、知らないことばかりであった。私もずっと野球をやってき
てスポーツには関心のあるほうだが、「ザスパクサツ群馬」や「群馬クレインサ
ンダース」などのチームのことはほとんど無知であり、同じスポーツマンとして
申し訳ない気持ちがうまれた。この講義をきっかけにこの二つのチームを応援し
ていきたいと思うと同時に、これからの成績に期待していきたいと思った。また、
わたしが調べたこと以外にも班の人の発表を聞いたりしたことも初めて知ったこ
とが多くあり、まだまだ知らないことが多いことに気づかされた。私はこれから
もっともっと群馬県のことを理解し、多くの人に群馬県の魅力を伝えていきたい
と強く感じた。
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私は以前小学校 4 年生の子を家庭教師で指導していた
こともあり、今回交流する子どもたちの流行などもあ
る程度知っていたので、非常に話しかけやすかった。
子どもたちはとても素直でいうことをよく聞いてくれ、
非常に有意義な時を過ごせたのではないかと思う。私
は教育学部ではないので、今後これほどの人数の子ど
もを相手にすることもないだろう。そのような意味で
も、今回の交流は非常に貴重な経験となった。
私の班では、まずそれぞれ個人的な「ザ・ぐんま」を
選んでもらい、その中から班の「ザ・ぐんま」を選ん
だ。しかし、子どもは自分の「ザ・ぐんま」が最も良
いと考えていたため、最終的にはじゃんけんで選択す
ることになってしまった。不本意ではあったが、子ど
もたちも班の「ザ・ぐんま」に納得してくれたのでよ
かった。
私には 6 歳の妹がいるので、今回作ったトランプは大事に保管しておき、妹が小
学校へ行くようになり、トランプで遊ぶことを覚えたらプレゼントしようと思う。
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自分から話しかけてみることが大事だと思ったので、
トランプ切るのが得意な子がいるか聞いてみたり、一
人一人に何の絵柄を描いたのか聞いてみたり、全員と
交流するように心がけた。最初は恥ずかしがっていた
りしていた子も、時間がたつと自分から話しかけてく
れたり、場を盛り上げてくれるようなお話をしてくれ
たので嬉しかった。また、子供達の疑問にもトランプ
作りを通して身に付けた知識で答えてあげることがで
きたのでよかった。子供となかなか関わる機会がない
ので、子供達を怖がらせたりしないか、楽しく交流が
できるか、とても心配だったが、仲良く楽しい時間を
持てたのでよかった。社会情報学部では教育学部のよ
うに小学生と関わることがないが、この講義で高崎市
立西小学校の子供達と交流し、有意義な経験ができた
のでよかった。
最初に、5 人が一番群馬を象徴していると思うカード
を1 人 1 枚ずつ選んだ。次に2 枚と3 枚に分けて、2 枚、
あるいは 3 枚の中で良いと思ったカードを一人一人が
指をさし、人数が多かったカード 2 枚でまた同じよう
に指さして人数の多かった方のカードを選んだ。
群馬のことはほとんど何も知らなかったが、トランプ作りを通して、群馬の生産
物や自然などの多くの魅力を知ることができた。また、話し合いをすることで、
あまり話したことない人とも仲を深めることができた。他の学部の人とは話す機
会がなかったが、発表を通して、お互いが調べている群馬の魅力について知るこ
とができ、小学生の交流の際は、他の学部の人が描いたハーゲンダッツに関して
説明することができたのでよかった。また、郷土に関するトランプやかるたといっ
たカード遊び自体、出身地である富山県では聞いたことがなく、群馬県に来て初
めて聞いたものだった。前期の教養科目で一度上毛かるたをした程度であったが、
今回のトランプづくりを通して、郷土ものを題材にしたカード遊びを身近に感じ
ることができた。全国で郷土を題材にした遊びを作れば、京都、沖縄などの人気
の観光地以外の地域の魅力も伝えることができ、そして地域の活性化につながる
のではないかと思う。
完成した自分が描いたトランプを見て、「山」がメインだが、花を強調しすぎて
しまったのではないかと思った。もう少し山を強調できたら、山のカードだと分
かりやすかったと思う。
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まず、前回の交流での反省点を踏まえて私が今回心が
けたのは、子供たちにトランプで遊ぶことだけでなく、
全ての絵柄に目を通してもらい、興味を持ってもらう
ことだ。
この事を念頭に置き、私はゲームを始める前に、同じ
グループの子供たち 1 人 1 人に、どのテーマを担当し
たのか聞くことから始めた。すると、全員はっきりと、
自信をもって「僕（私）は○○を描いたよ！」と答え
てくれて、トランプづくりに対する熱意が感じられた。
また、伊香保温泉のカードを担当した子は、実際に伊
香保温泉に行ってみたと話してくれた。実際に行って
自分の目で見てから、カードの絵柄を考えたのだとい
う。このことには、とても感心した。各自がこだわっ
たところを、一生懸命に話してくれたので、彼らなり
に工夫した点が十分伝わった。班の子供たちがお互い
にどのカードを作成したのか確認し合ったので、七な
らべをしたとき、そのカードが出てきたら、私が反応
して、みなの興味をカードに向けるように心がけた。
次に、「ザ・ぐんま」カードをどのように選んだかに
ついてである。私のグループでは、まず自分の推した
いカードを各自で選び（第 1 選抜）、その中から一つ
に絞る（最終選抜）という方法で選んだ。私は第 1 選
抜の段階で、小学生が作成したカードで、ぐんまちゃ
んたちが温泉につかっている「ゆるキャラ」を選んだ。
その理由は、アイディアにすごく感心し、私自身のカー
ドを作成する際の参考になったからである。また、昨
年ぐんまちゃんがゆるキャラ ® グランプリで第 1 位
を獲得したこともあり、「ザ・ぐんま」といえると思っ
たからである。しかし、最終選抜で私が選んだのは、
班の子供のうち、2 人が作成に関わったという「伊香
保温泉、万座温泉、磯部温泉」のカードだ。なぜなら、
私が子供の立場であったら、やはり、自分の作成した
カードが選ばれてほしいと思ったからである。それゆ
え、自分の班の「ザ・ぐんま」カードには、班の子供
の中の誰かが作成したものを選びたかったので、最終
選抜で「温泉」を選んだ。班の「ザ・ぐんま」にも「温
泉」が選ばれて、私は良かったと思う。子供たちも誇
らしげにしているのが感じられた。
班での交流の際に、私は子供たちに、ぐんまトランプをつくると聞いたとき、ど
う思ったかを聞いた。子供たちの中には、「まじか、って思った。でも、やって
みたいって思った。」という子や、「わくわくした。」と答えてくれた子がいた。
実際に私もわくわくしたので、とても共感できた。郷土トランプをつくるなど、
簡単にできることではないし、この先そのような機会があるとは思えないので、
大学の授業でこのような取組みが出来ることに、とても感激したのを覚えている。
私はこのトランプづくりに多くの期待を寄せていた。実際に作成して、自分の無
知さに呆れることもあったが、トランプづくりを終えた今、以前より確実に群馬
に関する知識が増えており、私は大きな収穫を得られたと感じている。また、上
毛かるたのように、遊びながら郷土について学べるこのトランプを、より多くの
人に手に取ってもらいたいと思っているし、子供たちの郷土愛を育むことにも、
十分につながると思う。
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レポートというテーマでこのような表現をするのはど
うかとも思うが、正直、交流会はとても楽しく、とて
も有意義な時間となった。小学生に戻りたいと心底
思った。心がけたことについては、トランプというテー
マだけでなく、習い事の話や、給食の話などどんな話
をすればおもしろいかな？ということを考えていた。
しかし、そんな心配はいらず、どんな内容にも楽しそ
うに元気に答えてくれたのでこちらも途中から小学生
を楽しませようという考えではなく、小学生と一緒に
楽しんでいた。また「ザ・ぐんま」のトランプに 2 班
くらいから自分のカードが選ばれたことはとても驚い
た。妥協せず、ちゃんとうまく書けてよかった。
まず、一人ひとりどれが群馬県らしいかをちゃんと考
えてもらい一人一枚選んでもらった。そこでえらんだ
カードをなぜそのカードなのかを簡単に説明してもら
い、最終的にどれがいいかを多数決で決めた。私の班
はお富ちゃんとまゆ～ゆのカードだったのだが推薦理
由がこれからの群馬県を表してくるのではないかとい
う推薦理由には正直驚いた。
郷土トランプはかるたと違い、より簡単に触れることができると思うので自分た
ちの地域を知るよい材料と機会になると思う。また、完成したトランプを見て、
小学生も我々群馬大学生もとても良い作品が作れたのではないかと思う。自分た
ちの県について小学生と協力して自分たちで作り上げたということは私にとって
とても良い経験となった。
私たちが住んでいる群馬県とは絵に表わすとこのようになるのだとトランプ遊び
を通して子どもたちに伝えられればいいと思う。
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七並べで一通りすべてのカードを並べ終わった時、み
んなでもう一度ゆっくりカードを見て話をした。なに
がかかれているのか分からない絵柄はないか、あった
らカードに書いてある説明を読んだり、そこには行っ
たことがあるか、などを聞き、群馬県の話を膨らませ
ることができたと思う。お富ちゃんとまゆ～ゆのカー
ドを見て、小学生のみんなはそれが富岡製糸場のゆる
キャラであること、富岡製糸場は世界遺産に登録され
たということを知っていて、前から知っていた子もい
れば、今回の活動で学んだという子もいて、このトラ
ンプづくりを通して小学生のみんなも群馬についての
知識が広がったのだと感じた。またその時に、私が作っ
たという前に、私が作った上州麦豚のカードを、美味
しそう、上手といってくれた子がいて、絵が苦手な私
にとってそれがとても嬉しかった。
「ザ・ぐんま」カードを選ぶときは、七並べの、すべ
てカードが並んだ状態で、自分が気になるカード、好
きなカードを選んでもらった。その時に上がったもの
は、絵柄がきれいなもの、美味しそうなもの、自分が
好きな場所やスポーツに関するものが、主に挙げられ
た。その中から、一番群馬らしいと感じるものに絞っ
ていき、最終的に、世界遺産に登録された富岡製糸場
のゆるキャラの、お富ちゃんとまゆ～ゆが描かれた
カードと、群馬県のゆるキャラとして一番有名といえ
るぐんまちゃんや、草津温泉のゆもみちゃんなどが描
かれたカードが挙がった。最終的に、多数決で、ぐん
まちゃんと、群馬県は温泉が有名であるということで
草津温泉も描かれているカードが選ばれた。私の班で
のこの結果から、ゆるキャラはかわいらしさもありな
がらも、群馬県らしさが非常に上手にあらわされてい
るのだと感じた。
今回、小学生と一緒にトランプづくりをして、そのトランプで一緒に遊ぶことが
でき、とても嬉しかった。小学校と大学という、それぞれ別の環境ではあったが
一緒に作り、それがひとつのトランプとして出来上がったものをみたときは感動
した。そのトランプで一緒に遊んだり、トランプについて話すという時間は大変
有意義で、充実した時間だったと思う。自分が作った絵札のテーマ別に集まって
話をしたとき、私は農産物の絵札についての班にいたが、小学生が、「食べ物を
できるだけ大きくかいたこと」や、「順位を書いて、その農産物栽培が群馬県で
さかんであるということをアピールした」という工夫点を聞き、子供たちもトラ
ンプづくりにとても一生懸命取り組んでいたのだということを感じた。そのため
か、自分たちの作ったトランプを後でひとりひとつ貰える、と聞いた時、みんな
とても喜んでいて、よかったなと思った。これからも小学生と協力して作った群
馬トランプを大切にし、時には絵柄や説明を見ながら、群馬県のことや、今回作っ
たときのこと、小学生のことを思い出しながら遊べたらいいと思う。
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カードの紹介をするときや何かを説明するときは分か
りやすく伝わるように心がけた。何かを聞かれたり質
問された時もそのことをまず第一に心がけた。小学生
とたくさん交流したいと思い積極的に話しかけてみた。
小学生との交流はとても有意義だった。交流を通して
小学生は群馬についていろいろなことを知っているこ
とがわかり驚いた。トランプを使ってさらに群馬につ
いて学ぼうとしていたので私も見習おうと思った。こ
のように遊びを通してならば楽しみながら学ぶことが
できるので、この経験を生かして他の子どもたちとも
一緒にトランプで遊んでみようと思った。
まずは絵に見栄えがあるものを選ぶことにした。その
なかでも一目で何を表しているかが分かるカードに
絞った。それらの条件に当てはまり候補に挙がった
カードが川中温泉、群馬の弁当、ゴロピカリ、ぐんま
ちゃんなどのゆるキャラ、スポーツ（サッカー）だっ
た。この中から群馬ならではのもの、群馬の魅力が伝
わるカードを選び、最終的に私たちの班では群馬の弁
当のカードを「ザ・ぐんま」カードとして選んだ。こ
のカードは群馬を代表する弁当が本物のように忠実に
描かれており、群馬の魅力がとても伝わってくるカー
ドだった。
トランプ作りによって、今まで知らなかった群馬の魅力や良さを発見することが
できてとてもよかった。トランプ作りにおいて、私は絵を描くことが苦手だった
ので絵柄を上手に描けるかとても不安だった。しかし、写真を見ながら特徴をつ
かみ丁寧に描くように心がけたら思っていたよりもうまく描くことができたので
ホッとした。また、解説文は短い文章でその絵柄の特徴を分かりやすく伝わるよ
うにまとめることがとても難しかった。調べた文章をそのまま引用してしまうと、
難しい言葉が使われていることがあるし、文章も長くなってしまうので自分の言
葉でまとめるように努力した。自分が作ったものがちゃんとトランプとしてでき
あがったのを見た時はとても嬉しかった。トランプを並べてみると、とても綺麗
で見栄えがありそれぞれのカードに個性が出ていておもしろかった。このトラン
プなら他県の人に群馬の魅力を十分に伝えることができるし、群馬に住んでいる
人も新たな発見をすることができると思った。
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交流で心がけたことはいくつかあるが、まずは言葉遣
いだ。日頃汚い言葉遣いをしている自覚が合ったので、
いつもの調子で話してしまわないようにした。そして、
あまり難しい言葉を使わないように気をつけた。もう
一つは、一緒に楽しむことだ。一緒に楽しむためには
もちろん、小学生達が楽しんでもらうことから始まる。
また自分が楽しまなければ、他人を楽しませることは
できないであろう。今回の交流ではどちらも十分に出
来、有意義に過ごすことが出来たと思う。
私は「ザ・ぐんま」を 3 つの観点で選んだ。一つは分
かりやすく描いてあるか、もう一つはトランプの柄と
して綺麗か。そして、群馬の良さをよく伝わって来る
かだった。どのカードも良く出来ていて決めるのはな
かなか苦労した。また、班ごとの「ザ・ぐんま」の発
表で、自分の居た班も含めてだが、2 班も自分のカー
ドを選んでくれて本当に驚き、嬉しかった。
完成したトランプの感想については、校門前で始めて確認した時にとてもいいも
のが出来たなと思った。絵も意外と統一感があってどれも色とりどりで良く出来
ていると思った。ババ抜きでトランプを配られ、絵柄を初めて見たときの小学生
が異口同音にすごいと言っていたのも記憶に残っている。老神温泉の絵は特にそ
うであるが、お弁当のもまた出来ればもう少し時間を掛けて丁寧に描きたかった。
帰宅後に家族に見せると、解説文が小さくて読めないと言われたものの、トラン
プの柄についてはとてもいい評価がもらえた。良い物が出来て本当に良かった。
郷土トランプづくりは、群馬を知るだけではなく、様々なことを学ぶことが出来
たように思う。もちろん群馬についても、自分の班が調べた祭り、食べ物につい
ては特に詳しく知ることが出来たと思う。この講義を取らなければ、ここまで学
ぶ機会はなかったと思う。まずは、とある事の魅力について調べ、まとめるとい
うことだ。9 月まで何も知らなかった自分が、群馬を調べていく過程で身につけ
た方法は他の物事にも活かせるであろう。また、群馬という場所を透かして自分
の住む埼玉、熊谷についても考えるきっかけにもなった。今まで、それ程気にな
らなかったのだが、授業を進めるうちに自分はこれ程に自分の郷土を知っている
かと思い始めた。最後に、トランプのイラストという形で調べた事をまとめるこ
とで、絵で何かを伝える練習にもなった。このような、この授業で学んだことを
活かしてこの先も様々なことに興味を持っていきたい。
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脚注
i　地域の文化や祭礼をテーマとした市販絵本もあるが、田
中研究室では、群馬の風土に根ざした特徴などをわかりや
すく伝える創作絵本と民話をもとにした絵本、防災絵本制
作を行っている（田中麻里 2013、2017）
ii　群馬大学附属図書館の郷土かるたコレクションには教育
学部山口幸男名誉教授から寄贈されたものをあわせて約
250 のカルタがあり、それぞれ地域の特徴が理解できるも
のとなっている。
iii　富弘美術館のある群馬県みどり市東町（当時東村）の特
徴的な建造物や特産物、そこで見られる生き物など、富弘
詩画とその原風景である東村を紹介する郷土トランプ（田
中麻里 2012）
iv　郷土トランプは、群馬の特徴について子どもたちに分か
りやすく伝えること、その活動を通して作成する大学生が
地域について理解し、他者へ伝えることができることをね
らいとしている。これまでのテーマには、群馬の山、人物、
古墳、温泉、音楽家、利根川にかかる橋、東照宮、尾瀬で
みられる草花などがある。例えば、「群馬の人物」では新
田義貞から総理大臣や宇宙飛行士などを含む現代人が A
～ K の年代順に並び、ジョーカーは群馬県出身芸能人な
ど遊びこころがみられる。
　　大学教養教育「学びのリテラシー」として実施したこと
もある。学びのリテラシーとは、課題の見つけ方、分析の
仕方、発表の方法、文章のまとめ方など大学での学びにお
いて求められる基本的な方法を修得させ、思考力、判断力、
表現力等を養い向上させることを目指す。
v　高崎市立西小学校田中克彦教諭と児童による「高崎トラ
ンプ　西小版」や「高崎文学トランプ」「村上鬼城トランプ」
などである。
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交流トランプ遊びでは、子どもたちと打ち解けられる
か少し不安もあったが、自己紹介のときに子どもたち
がわくわくした様子で自分のことを話す姿を見て私も
嬉しくなり安心した。また、ばばぬきや七並べを通し
てさらに子どもたちと親しむことができた。子どもた
ちが楽しめるように私が頑張らなくてはと意気込んで
いたが、私が子どもたちに楽しませてもらったとも言
えるほど楽しい時間だった。
交流の際には、子どもたち自身にゲームの進め方や
「ザ・ぐんま」の決め方をゆだね、できるだけ見守る
ようにすることを心がけた。また、子どもの話をよく
聞き、短い時間でもグループの子どもたち一人ひとり
に歩み寄ることを心がけた。素直な子どもたちだった
ので、私自身もとても有意義な時間を過ごすことがで
きた。子どもたちも、自分たちの作ったトランプを誇
りに思っている様子で、トランプをもらえると知った
時には非常に嬉しそうだったので、このような時間を
共にすることができ本当に良かったと感じた。
私が入ったグループは、ゲームに少し時間がかかって
しまったため、急いで「ザ・ぐんま」を選ばなければ
ならなかった。しかし、子どもたち自身に話し合わせ
て決めることが大切だと考え、話し合いをしばらく見
守った。1 人 1 枚候補を挙げ、その中から多数決をす
ると話がまとまった。多数決をするときになかなかス
ムーズに決まらず、ある子どもが「じゃんけんで決め
よう」と言った。そのとき、別の子どもが「その決め
方は違うと思う」と発言し、再び多数決をしたところ、
ダイヤの 9 のカードに決定した。子どもたちが「ザ・
ぐんま」を真剣に選ぼうとしていることが伝わってき
た。
「ザ・ぐんま」を決める際に、ある子どもが自分のカー
ドを選びたいと主張する様子も見られた。自分の描い
たカードを気に入り誇りに思えていることは良いこと
だと感じた。私自身、絵は得意ではないが、自分の描
いたカードをとても気に入っている。子どもたちに
とっても、トランプとして形になったことが自信につ
ながり、トランプ作りが地域について知る良いきっか
けになっていると感じた。
ぐんまトランプが完成するまでには、調べたり絵を描いたり説明文を書いたりと
たくさんの時間がかかった。担任の先生も子どもたちの指導に多くの時間を費や
していたと思う。しかし、完成までの時間すべてがぐんまのよさを知ることに繋
がりとても素晴らしい取り組みだと感じた。私は、大学で学び始めるまであまり
群馬県のよさを感じることはなかった。しかし、群馬県の様々なところに行った
り今回のような授業を受けたりする中で群馬県のよさをたくさん知り、ぐんまを
好きになった。小学生のときにこのような自分の住む地域について楽しく学ぶ機
会をもてた子どもたちは幸せだと感じた。
私は、来年度から小学校か中学校で働くが、今回のように楽しみながら学べる授
業づくりに励んでいきたいと改めて感じた。今回のトランプ作りは、ぐんまの良
さを再発見できただけでなく、教師として子どもたちにどのようにぐんまの良さ
を伝えていくか、また、子どもたちのやる気を引き出す関わり方、声掛けの仕方
なども学ぶことができた。
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大学生も、笑顔の人が多く、子どもたちと自然に関わ
れていたように思う。教育学部の学生にとっては、教
師という立場でなく、同じ目線で子どもたちの関わる
ことのできる良い機会だったのではないだろうか。大
学生と小学生、普段はなかなか関わる機会がないが、
共同でトランプを作ったことによって、一体感が生ま
れたように感じた。
「ザ・群馬」のトランプを選ぶ際には、自分が描いた
から、という理由でなく、どのトランプが群馬を象徴
しているか、群馬を知らない人にも「群馬の良さ」が
伝わるトランプはどれか、など小学生とともに多角的
に考えた。どのカードが一番良いか、ひとりひとりが
意見を言うことができたのは、トランプづくりに積極
的に取り組み、群馬トランプについて自分のしっかり
とした考えを持っているからだと感じた。自分のトラ
ンプが他の班で選ばれた子はとても嬉しそうで、選ば
れなかった子も一緒に喜んでいたのが印象的だった。
群馬トランプをつくってみて、自分自身、暮らしている群馬についての知識が増
えた。他のカードを見たり、調べたことを聞いたりして、焼きまんじゅうを買い
に行こうと思ったり、実際に温泉に行ってみようと思った。今回の授業を通して
さらに、群馬の良さについて知り、来年から働く場所として自らの目で群馬の場
所を見て、体験していきたいと感じた。今回の授業で作った群馬トランプは、群
馬を知り、興味を持ってもらう良いきっかけになる。私も父や母に来年から働く
地域として良さや素晴らしさを伝えたい。
来年からは教師として学びを工夫し、楽しくすることの大切さについても学ぶこ
とができた。小学校、大学の先生からはそのヒントを頂き、自分にしかできない
地域教育を実践していきたい。
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